
学期／Semester
2021年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period月／Mon 5

2021/04/08～2021/07/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits必修, 選択, 自由／required,

elective, optional
1.0, 2.0/1.0/1.0, 2.0

(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0581003020210581003062

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEFY 15021_001

授業科目名／Course title ●初年次セミナー（医学科）／First-Year Seminar

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

尾長谷　靖／Obase Yasushi

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

尾長谷　靖／Obase Yasushi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

尾長谷　靖／Obase Yasushi

教養ゼミナール科目, 教養ゼミナール科目, 大学院科目[構造], 自由選択科目／Elective Courses科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

学部問い合わせのこと教室／Class room

医学科・保健学科・歯学科1年生対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

obaseya▲nagasaki-u.ac.jp　(メールを送信する際は▲を＠に置き換えて送信してください)担当教員Eメールアドレス/E-mail address

呼吸器内科担当教員研究室/Office

095-819-7273担当教員TEL/Tel

月曜　9:00-12:00、木曜　9:00-12:00担当教員オフィスアワー/Office hours

医学科・保健学科・歯学科混成グループによる多職種連携学習を行う。あるテーマについて共同で
学習する。同じ場で互いに学び,互いを学び,互いから学ぶとともに相互理解を深める。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

１）　大学生として自主的な学習能力を習得し,知的活動への動機づけを高める。
２）　科学的な思考能力や立案能力を涵養する。
３）　学習テーマの課題遂行を通して,問題抽出・解決能力や情報収集,ディスカッション,プレゼン
テーション,レポートなどの基本的学習技能を習得する。
４）　医療に携わる者として必要なコミュニケーション能力とともに良好な人間関係を築くために
必要なマナーを習得する。　
５）　ものの見方や考え方の多様性を理解し,　リーダーシップ,フォロワーシップを発揮できる。
６）　医療関係諸職種の役割,機能について理解する。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
■D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

出席は50点、参加積極性は50点（スライド作成、資料作成、発表など）成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

Web　などで学修(１ｈ)事前、事後学習の内容/Preparation & Review

多職種連携,生命,健康,医療,福祉,介護,地域包括ケアキーワード/Keywords

テーマに沿って、都度案内する。教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp
（担当教員各位：追記がある場合は上記を残し,この下にご記入下さい）

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

多職種連携学習により相互理解を深めながら,科学的思考・学習能力を高めましょう！学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

迎　寛、尾長谷靖は、呼吸器内科において、医師としての実務経験を有している。当該科での実務
経験に基づき、本授業科目に必要な基本的知識、技能を講義する。

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents 授業手法／

第1回 テーマ設定
A
B

第2回 テーマ設定と研究方向性の決定
A
B

第3回 研究方向性の決定
A
B
D

第4回 研究に必要な資料、情報の収集
B
C
D

第5回 研究に必要な資料、情報の収集
B
C
D

第6回 研究に必要な資料、情報の収集
B
C
D

第7回 研究のまとめ
B
C
D

第8回 研究のまとめ
B
C
D

第9回 研究のまとめ
B
C
D

第10回 研究のまとめ
B
C
D

第11回 研究のまとめ
B
C
D

第12回 研究のまとめ
B
C
D

第13回 研究のまとめ
B
C
D

第14回 研究のまとめ
B
C
D

第15回 発表 D



学期／Semester
2021年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period月／Mon 5

2021/04/08～2021/07/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits必修, 選択, 自由／required,

elective, optional
1.0, 2.0/1.0/1.0, 2.0

(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0581003020210581003063

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEFY 15021_001

授業科目名／Course title ●初年次セミナー（医学科）／First-Year Seminar

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

大石　明生, 築城　英子／Tuiki Eiko, 上松　聖典／Uematu Masafumi, 前川　有紀／Maekawa
Yuki, 原田　史織

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

大石　明生

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

大石　明生, 築城　英子／Tuiki Eiko, 上松　聖典／Uematu Masafumi, 前川　有紀／Maekawa
Yuki, 原田　史織

教養ゼミナール科目, 教養ゼミナール科目, 大学院科目[構造], 自由選択科目／Elective Courses科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

学部問い合わせのこと教室／Class room

医学科・保健学科・歯学科１年生対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

akio.oishi▲nagasaki-u.ac.jp　(メールを送信する際は▲を＠に置き換えて送信してください)担当教員Eメールアドレス/E-mail address

眼科学担当教員研究室/Office

095-819-7345担当教員TEL/Tel

水曜16時以降、木曜14時以降など　外来や手術の状況によるので要連絡担当教員オフィスアワー/Office hours

医学科・保健学科・歯学科混成グループによる多職種連携学習を行う。あるテーマについて共同で
学習する。同じ場で互いに学び,互いを学び,互いから学ぶとともに相互理解を深める。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

１）　大学生として自主的な学習能力を習得し,知的活動への動機づけを高める。
２）　科学的な思考能力や立案能力を涵養する。
３）　学習テーマの課題遂行を通して,問題抽出・解決能力や情報収集,ディスカッション,プレゼン
テーション,レポートなどの基本的学習技能を習得する。
４）　医療に携わる者として必要なコミュニケーション能力とともに良好な人間関係を築くために
必要なマナーを習得する。　
５）　ものの見方や考え方の多様性を理解し,　リーダーシップ,フォロワーシップを発揮できる。
６）　医療関係諸職種の役割,機能について理解する。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

□A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
■D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

問題抽出、情報収集、論理的思考、ディスカッション、プレゼンテーションなどの基本的な技能お
よび、積極性、協調性などを総合的に評価する。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

それぞれの回でディスカッションに挙がったテーマについて、各自情報収集や考察を行い (0.5h)、
次回のプレゼンテーションやディスカッションに活かせるよう準備する。(0.5H)

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

多職種連携,生命,健康,医療,福祉,介護,地域包括ケアキーワード/Keywords

ラーニングティップス教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp
（担当教員各位：追記がある場合は上記を残し,この下にご記入下さい）

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

多職種連携学習により相互理解を深めながら,科学的思考・学習能力を高めましょう！学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション、自己紹介、テーマ設定第1回 4/12

資料収集ガイダンス第2回 4/16

テーマ細分、役割分担、情報収集第3回 4/19

情報収集、ディスカッション第4回 4/26

情報収集、ディスカッション第5回 5/10

情報収集、ディスカッション第6回 5/17

中間発表第7回 5/24

情報収集、ディスカッション第8回 5/31

情報収集、ディスカッション第9回 6/7

情報収集、ディスカッション第10回 6/14

プレゼンテーション準備第11回 6/21

プレゼンテーション準備第12回 6/28

グループプレゼンテーション、討論第13回 7/5

プレゼンテーション準備、リハーサル第14回 7/12

研究発表会第15回 7/13



学期／Semester
2021年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period月／Mon 5

2021/04/08～2021/07/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits必修, 選択, 自由／required,

elective, optional
1.0, 2.0/1.0/1.0, 2.0

(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0581003020210581003064

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEFY 15021_001

授業科目名／Course title ●初年次セミナー（医学科）／First-Year Seminar

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

久冨　一輝／Hisatomi Kazuki

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

久冨　一輝／Hisatomi Kazuki

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

久冨　一輝／Hisatomi Kazuki

教養ゼミナール科目, 教養ゼミナール科目, 大学院科目[構造], 自由選択科目／Elective Courses科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

学部問い合わせのこと教室／Class room

医学科・保健学科・歯学科1年生対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

k-hisatomi▲nagasaki-u.ac.jp　(メールを送信する際は▲を＠に置き換えて送信してください)担当教員Eメールアドレス/E-mail address

心臓血管外科担当教員研究室/Office

095-819-7307担当教員TEL/Tel

平日　16:00-18:00担当教員オフィスアワー/Office hours

医学科・保健学科・歯学科混成グループによる多職種連携学習を行う。あるテーマについて共同で
学習する。同じ場で互いに学び,互いを学び,互いから学ぶとともに相互理解を深める。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

１）　大学生として自主的な学習能力を習得し,知的活動への動機づけを高める。
２）　科学的な思考能力や立案能力を涵養する。
３）　学習テーマの課題遂行を通して,問題抽出・解決能力や情報収集,ディスカッション,プレゼン
テーション,レポートなどの基本的学習技能を習得する。
４）　医療に携わる者として必要なコミュニケーション能力とともに良好な人間関係を築くために
必要なマナーを習得する。　
５）　ものの見方や考え方の多様性を理解し,　リーダーシップ,フォロワーシップを発揮できる。
６）　医療関係諸職種の役割,機能について理解する。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
■D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

テーマに沿ってWebなどで調べる(１ｈ)事前、事後学習の内容/Preparation & Review

多職種連携,生命,健康,医療,福祉,介護,地域包括ケアキーワード/Keywords

テーマに沿って、都度案内する。教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp
（担当教員各位：追記がある場合は上記を残し,この下にご記入下さい）

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

多職種連携学習により相互理解を深めながら,科学的思考・学習能力を高めましょう！学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

久冨一輝は、心臓血管外科において、医師としての実務経験を有している。当該科での実務経験に
基づき、本授業科目に必要な基本的知識、技能を講義する。

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents 授業手法／

第1回 自己紹介、オリエンテーション、テーマ検討
A
B

第2回 テーマ設定
A
B

第3回 研究方向性の決定
A
B
D

第4回
資料収集ガイダンス
研究に必要な資料、情報の収集

B
C
D

第5回 研究に必要な資料、情報の収集
B
C
D

第6回 研究に必要な資料、情報の収集
B
C
D

第7回 研究のまとめ
B
C
D

第8回 研究のまとめ
B
C
D

第9回 研究のまとめ
B
C
D

第10回 研究のまとめ
B
C
D

第11回 研究のまとめ
B
C
D

第12回 研究のまとめ
B
C
D

第13回 全体発表会 D

第14回 予備日
B
C
D

第15回 予備日
B
C
D



学期／Semester
2021年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period月／Mon 5

2021/04/08～2021/07/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits必修, 選択, 自由／required,

elective, optional
1.0, 2.0/1.0/1.0, 2.0

(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0581003020210581003065

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEFY 15021_001

授業科目名／Course title ●初年次セミナー（医学科）／First-Year Seminar

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

坂本　啓, 長谷川　寛雄／Hasegawa Hiroo, 小佐井　康介／Kosai Kosuke, 太田　賢治／OTA　
KENJI

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

坂本　啓

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

坂本　啓, 長谷川　寛雄／Hasegawa Hiroo, 小佐井　康介／Kosai Kosuke, 太田　賢治／OTA　
KENJI

教養ゼミナール科目, 教養ゼミナール科目, 大学院科目[構造], 自由選択科目／Elective Courses科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

学部問い合わせのこと教室／Class room

医学科・保健学科・歯学科の1年生対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

ksakamoto▲nagasaki-u.ac.jp (メールを送信する際は▲を＠に変えてください）
担当教員Eメールアドレス/E-mail address

長崎大学病院　本館　12階
担当教員研究室/Office

095 - 819 - 7574
担当教員TEL/Tel

平日午前9：00から午後5：00
担当教員オフィスアワー/Office hours

医学科・保健学科・歯学科混成グループによる多職種連携学習を行う。あるテーマについて共同で
学習する。同じ場で互いに学び、互いを学び、互いから学ぶとともに相互理解を深める。授業の概要及び位置づけ/Course overview

"１）　大学生として自主的な学習能力を習得し、知的活動への動機づけを高める。
２）　科学的な思考能力や立案能力を涵養する。
３）　学習テーマの課題遂行を通して、問題抽出・解決能力や情報収集、ディスカッション、プレ
ゼンテーション、レポートなどの基本的学習技能を習得する。
４）　医療に携わる者として必要なコミュニケーション能力とともに良好な人間関係を築くために
必要なマナーを習得する。　
５）　ものの見方や考え方の多様性を理解し、　リーダーシップ、フォロワーシップを発揮できる
。
６）　医療関係諸職種の役割、機能について理解する。"

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

□A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

出席およびグループ内ディスカッションへの参加状況、また、最終プレゼンテーションのスライド
により評価します。成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

グループで話し合った内容について、各自次回の授業までに考察を深めてきてください。
（事前学習0.5h、事後学習0.5h）事前、事後学習の内容/Preparation & Review



多職種連携、生命、健康、医療、福祉、介護、地域包括ケア
キーワード/Keywords

事前に準備するものはありません。
教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites

"長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp
（担当教員各位：追記がある場合は上記を残し，この下にご記入下さい）"

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

多職種連携学習により相互理解を深めながら、科学的思考・学習能力を高めましょう！
学生へのメッセージ/Message for students

Y実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

長谷川寛雄、坂本啓、小佐井康介、加勢田富士子、太田賢治の各教官が交代で担当する。全員医師
として実務の経験をもつ。長谷川、坂本、小佐井、加勢田は博士号を有する。

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

資料収集ガイダンス（医学部分館）
1回（4月5日）

イントロダクション
2回（4月12日）

ディスカッション
3回（4月19日）

ディスカッション
4回（4月26日）

ディスカッション
5回（5月10日）

ディスカッション
6回（5月17日）

ディスカッション
7回（5月24日）

ディスカッション
8回（5月31日）

ディスカッション
9回（6月7日）

ディスカッション
10回（6月14日）

ディスカッション
11回（6月21日）

ディスカッション
12回（6月28日）

ディスカッション
13回（7月5日）

ディスカッション
14回（7月12日）

ディスカッション
15回（7月19日）



学期／Semester
2021年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period月／Mon 5

2021/04/08～2021/07/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits必修, 選択, 自由／required,

elective, optional
1.0, 2.0/1.0/1.0, 2.0

(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0581003020210581003066

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEFY 15021_001

授業科目名／Course title ●初年次セミナー（医学科）／First-Year Seminar

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

福岡　順也／Junya Fukuoka

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

福岡　順也／Junya Fukuoka

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

福岡　順也／Junya Fukuoka

教養ゼミナール科目, 教養ゼミナール科目, 大学院科目[構造], 自由選択科目／Elective Courses科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

学部問い合わせのこと教室／Class room

医学科・保健学科・歯学科1年生対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

fukuokaj▲nagasaki-u.ac.jp　(メールを送信する際は▲を＠に置き換えて送信してください)担当教員Eメールアドレス/E-mail address

歯学部C棟5階第二病理医局担当教員研究室/Office

095-819-7055担当教員TEL/Tel

（月）（火）9:00～17:30担当教員オフィスアワー/Office hours

医学科・保健学科・歯学科混成グループによる多職種連携学習を行う。あるテーマについて共同で
学習する。同じ場で互いに学び,互いを学び,互いから学ぶとともに相互理解を深める。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

１）　大学生として自主的な学習能力を習得し,知的活動への動機づけを高める。
２）　科学的な思考能力や立案能力を涵養する。
３）　学習テーマの課題遂行を通して,問題抽出・解決能力や情報収集,ディスカッション,プレゼン
テーション,レポートなどの基本的学習技能を習得する。
４）　医療に携わる者として必要なコミュニケーション能力とともに良好な人間関係を築くために
必要なマナーを習得する。　
５）　ものの見方や考え方の多様性を理解し,　リーダーシップ,フォロワーシップを発揮できる。
６）　医療関係諸職種の役割,機能について理解する。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

□A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

予習：　事前にテーマの内容について十分な学修と知識の習得を行うこと。また、ディスカッショ
ンには積極的に参加すること。(0.5h)
復習：　ディスカッションした内容について自分なりにまとめ、疑問点などを整理しておくこと。
(0.5ｈ)

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

多職種連携,生命,健康,医療,福祉,介護,地域包括ケアキーワード/Keywords

教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

多職種連携学習により相互理解を深めながら,科学的思考・学習能力を高めましょう！学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

資料収集ガイダンス（医学図書館）第1回

自己紹介、授業の進め方、グループ分け、テーマ提示第2回

各グループのテーマ確定、役割分担、調査第3回

調査、ディスカッション第4回

調査、ディスカッション第5回

調査、ディスカッション第6回

中間発表会、ディスカッション第7回

調査、ディスカッション第8回

調査、ディスカッション第9回

調査、ディスカッション第10回

発表会リハーサル、全体討論第11回

発表会準備第12回

予備第13回

発表会第14回

無第15回



学期／Semester
2021年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period火／Tue 5

2021/04/08～2021/07/27開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits必修, 選択, 自由／required,

elective, optional
1.0, 2.0/1.0/1.0, 2.0

(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0581003020210581003067

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEFY 15021_001

授業科目名／Course title ●初年次セミナー（医学科）／First-Year Seminar

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

中畑　泰和, 樽見　航／Tarumi Wataru, 青山　晋也

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

中畑　泰和

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

中畑　泰和, 樽見　航／Tarumi Wataru, 青山　晋也

教養ゼミナール科目, 教養ゼミナール科目, 大学院科目[構造], 自由選択科目／Elective Courses科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

学部問い合わせのこと教室／Class room

医学科・保健学科・歯学科1年生対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

yasu-nakahata▲nagasaki-u.ac.jp　(メールを送信する際は▲を＠に置き換えて送信してください)担当教員Eメールアドレス/E-mail address

生理学第二担当教員研究室/Office

095-819-7035担当教員TEL/Tel

月～金 10:00-17:00担当教員オフィスアワー/Office hours

医学科・保健学科・歯学科混成グループによる多職種連携学習を行う。あるテーマについて共同で
学習する。同じ場で互いに学び,互いを学び,互いから学ぶとともに相互理解を深める。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

１）　大学生として自主的な学習能力を習得し,知的活動への動機づけを高める。
２）　科学的な思考能力や立案能力を涵養する。
３）　学習テーマの課題遂行を通して,問題抽出・解決能力や情報収集,ディスカッション,プレゼン
テーション,レポートなどの基本的学習技能を習得する。
４）　医療に携わる者として必要なコミュニケーション能力とともに良好な人間関係を築くために
必要なマナーを習得する。　
５）　ものの見方や考え方の多様性を理解し,　リーダーシップ,フォロワーシップを発揮できる。
６）　医療関係諸職種の役割,機能について理解する。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

□A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

初年次セミナーへの取り組み方，授業への参加度，発表により総合的に評価する。成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

事前学習では，グループでの議論を活発にするためテーマの基礎的背景などの情報収集を行うこと
(1h)。
事後学習では、議論内容についての復習、ならびに発表に向けた図表作成等のまとめを行うこと
(1h)。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

多職種連携,生命,健康,医療,福祉,介護,地域包括ケアキーワード/Keywords

教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

多職種連携学習により相互理解を深めながら,科学的思考・学習能力を高めましょう！学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

図書館ガイダンス第1回

オリエンテーション、自己紹介第2回

班決め、テーマ議論第3回

テーマ決定第4回

グループ内での調査報告、意見交換第5回

グループ内での調査報告、意見交換第6回

グループ内での調査報告、意見交換第7回

中間発表資料作成第8回

中間発表第9回

追加調査の計画第10回

グループ内での調査報告、意見交換第11回

グループ内での調査報告、意見交換第12回

最終発表資料作成第13回

最終発表リハーサル第14回

最終発表第15回



学期／Semester
2021年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period火／Tue 5

2021/04/08～2021/07/27開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits必修, 選択, 自由／required,

elective, optional
1.0, 2.0/1.0/1.0, 2.0

(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0581003020210581003068

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEFY 15021_001

授業科目名／Course title ●初年次セミナー（医学科）／First-Year Seminar

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

辻　幸臣／Yukiomi Tsuji

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

辻　幸臣／Yukiomi Tsuji

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

辻　幸臣／Yukiomi Tsuji

教養ゼミナール科目, 教養ゼミナール科目, 大学院科目[構造], 自由選択科目／Elective Courses科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

学部問い合わせのこと教室／Class room

医学科・保健学科・歯学科1年生対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

yukiomitsuji▲nagasaki-u.ac.jp　(メールを送信する際は▲を＠に置き換えて送信してください)担当教員Eメールアドレス/E-mail address

医学部内臓機能生理学担当教員研究室/Office

095-819-7031担当教員TEL/Tel

9:00-17:00担当教員オフィスアワー/Office hours

医学科・保健学科・歯学科混成グループによる多職種連携学習を行う。あるテーマについて共同で
学習する。同じ場で互いに学び,互いを学び,互いから学ぶとともに相互理解を深める。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

１）　大学生として自主的な学習能力を習得し,知的活動への動機づけを高める。
２）　科学的な思考能力や立案能力を涵養する。
３）　学習テーマの課題遂行を通して,問題抽出・解決能力や情報収集,ディスカッション,プレゼン
テーション,レポートなどの基本的学習技能を習得する。
４）　医療に携わる者として必要なコミュニケーション能力とともに良好な人間関係を築くために
必要なマナーを習得する。　
５）　ものの見方や考え方の多様性を理解し,　リーダーシップ,フォロワーシップを発揮できる。
６）　医療関係諸職種の役割,機能について理解する。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

□A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

与えられた課題に向けて図書館やインターネット等で情報収集する等の事前・事後学習を行い，自
分の考えをレポートとして準備しておく。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

多職種連携,生命,健康,医療,福祉,介護,地域包括ケアキーワード/Keywords

教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp
（担当教員各位：追記がある場合は上記を残し,この下にご記入下さい）

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

多職種連携学習により相互理解を深めながら,科学的思考・学習能力を高めましょう！学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

辻幸臣／名古屋第二赤十字病院や名古屋大学病院での勤務経験

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

自己紹介、テーマ決め①第1回（4月13日）

初年次セミナー資料収集ガイダンス（オンライン）第2回（4月20日）

テーマ決め②、役割分担、調査第3回（4月27日）

調査、ディスカッション①第4回（5月11日）

調査、ディスカッション②第5回（5月18日）

調査、ディスカッション③第6回（5月25日）

調査、ディスカッション④第7回（6月1日）

調査、ディスカッション⑤第8回（6月8日）

パソコンでスライドを作る①第9回（6月15日）

パソコンでスライドを作る②、すりあわせ第10回（6月22日）

パソコンでスライドを作る③、すりあわせ第11回（6月29日）

最終発表に向けたリハーサル第12回（7月6日）

全体発表会第13回（7月13日）

予備第14回

予備第15回



学期／Semester
2021年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period火／Tue 5

2021/04/08～2021/07/27開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits必修, 選択, 自由／required,

elective, optional
1.0, 2.0/1.0/1.0, 2.0

(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0581003020210581003069

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEFY 15021_001

授業科目名／Course title ●初年次セミナー（医学科）／First-Year Seminar

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

松林　昌平／Matsubayashi Shiyohei, 津田　圭一／Tsuda Keiichi

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

松林　昌平／Matsubayashi Shiyohei

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

松林　昌平／Matsubayashi Shiyohei, 津田　圭一／Tsuda Keiichi

教養ゼミナール科目, 教養ゼミナール科目, 大学院科目[構造], 自由選択科目／Elective Courses科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

学部問い合わせのこと教室／Class room

医学科・保健学科・歯学科1年生対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

bayazarov▲gmail.com(松林昌平)、keiichi_t_0326▲hotmail.com(津田圭一)
(メールを送信する際は▲を＠に置き換えて送信してください)

担当教員Eメールアドレス/E-mail address

整形外科担当教員研究室/Office

095-819-7321担当教員TEL/Tel

9:00-17:00担当教員オフィスアワー/Office hours

医学科・保健学科・歯学科混成グループによる多職種連携学習を行う。あるテーマについて共同で
学習する。同じ場で互いに学び,互いを学び,互いから学ぶとともに相互理解を深める。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

１）　大学生として自主的な学習能力を習得し,知的活動への動機づけを高める。
２）　科学的な思考能力や立案能力を涵養する。
３）　学習テーマの課題遂行を通して,問題抽出・解決能力や情報収集,ディスカッション,プレゼン
テーション,レポートなどの基本的学習技能を習得する。
４）　医療に携わる者として必要なコミュニケーション能力とともに良好な人間関係を築くために
必要なマナーを習得する。　
５）　ものの見方や考え方の多様性を理解し,　リーダーシップ,フォロワーシップを発揮できる。
６）　医療関係諸職種の役割,機能について理解する。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

□A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

与えられた課題を調べる態度(50点)。調べたことをまとめて文章化する能力(40点)。プレゼン能力
(10点)。
60点以上を合格とします。

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

厚生労働省のホームページ等で公表されているデータを基に調査を行います。(1h)事前、事後学習の内容/Preparation & Review

多職種連携,生命,健康,医療,福祉,介護,地域包括ケアキーワード/Keywords

なし教科書・教材・参考書/Materials

インターネットに接続できるパソコンを使用します。受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp
（担当教員各位：追記がある場合は上記を残し,この下にご記入下さい）

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

なし備考（URL）/Remarks (URL)

多職種連携学習により相互理解を深めながら,科学的思考・学習能力を高めましょう！学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション
自己紹介、調査項目、調査方法を確認

第1回

資料収集ガイダンス(付属図書館)第2回

調査したことを発表、検討、再度調査第3回

調査したことを発表、検討、再度調査第4回

調査したことを発表、検討、再度調査第5回

調査したことを発表、検討、再度調査第6回

調査したことを発表、検討、再度調査第7回

調査したことを発表、検討、再度調査第8回

スライド作成第9回

スライド作成第10回

プレゼン練習第11回

プレゼン練習第12回

全体発表会第13回

なし第14回

なし第15回



学期／Semester
2021年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period金／Fri 5

2021/04/08～2021/07/30開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits必修, 選択, 自由／required,

elective, optional
1.0, 2.0/1.0/1.0, 2.0

(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0581003020210581003070

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEFY 15021_001

授業科目名／Course title ●初年次セミナー（医学科）／First-Year Seminar

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

氏福　健太／Ujifuku Kenta, 定方　英作

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

氏福　健太／Ujifuku Kenta

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

氏福　健太／Ujifuku Kenta, 定方　英作

教養ゼミナール科目, 教養ゼミナール科目, 大学院科目[構造], 自由選択科目／Elective Courses科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

学部問い合わせのこと教室／Class room

医学科・保健学科・歯学科1年生対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

定方　英作　e.sadakata▲nagasaki-u.ac.jp
氏福　健太　kentaujifuku▲nagasaki-u.ac.jp　(メールを送信する際は▲を＠に置着替えてくださ
い。）

担当教員Eメールアドレス/E-mail address

脳神経外科担当教員研究室/Office

095-819-73751(長崎大学病院脳神経外科医局)担当教員TEL/Tel

平日9時～17時。診療などで対応できないことがあります。担当教員オフィスアワー/Office hours

医学科・保健学科・歯学科混成グループによる多職種連携学習を行う。あるテーマについて共同で
学習する。同じ場で互いに学び,互いを学び,互いから学ぶとともに相互理解を深める。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

１）　大学生として自主的な学習能力を習得し,知的活動への動機づけを高める。
２）　科学的な思考能力や立案能力を涵養する。
３）　学習テーマの課題遂行を通して,問題抽出・解決能力や情報収集,ディスカッション,プレゼン
テーション,レポートなどの基本的学習技能を習得する。
４）　医療に携わる者として必要なコミュニケーション能力とともに良好な人間関係を築くために
必要なマナーを習得する。　
５）　ものの見方や考え方の多様性を理解し,　リーダーシップ,フォロワーシップを発揮できる。
６）　医療関係諸職種の役割,機能について理解する。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

レポート、発表など。成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

特に指定しません。事前、事後学習の内容/Preparation & Review

多職種連携,生命,健康,医療,福祉,介護,地域包括ケアキーワード/Keywords

実習内で必要なものを伝達します。教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp
（担当教員各位：追記がある場合は上記を残し,この下にご記入下さい）

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

多職種連携学習により相互理解を深めながら,科学的思考・学習能力を高めましょう！学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

定方　英作／3年、氏福　健太／6年

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

自己紹介、導入第1回

実習第2回

実習第3回

実習第4回

実習第5回

実習第6回

実習第7回

実習第8回

実習第9回

実習、発表準備第10回

実習、発表準備第11回

実習、発表準備第12回

発表、総括第13回

発表、総括第14回

発表、総括第15回



学期／Semester
2021年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period金／Fri 5

2021/04/08～2021/07/30開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits必修, 選択, 自由／required,

elective, optional
1.0, 2.0/1.0/1.0, 2.0

(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0581003020210581003071

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEFY 15021_001

授業科目名／Course title ●初年次セミナー（医学科）／First-Year Seminar

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

松本　武浩／Matumoto Takehiro

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

松本　武浩／Matumoto Takehiro

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

松本　武浩／Matumoto Takehiro

教養ゼミナール科目, 教養ゼミナール科目, 大学院科目[構造], 自由選択科目／Elective Courses科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

学部問い合わせのこと教室／Class room

医学部、歯学部、保健学科混合１０名対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

tmatsumo▲nagasaki-u.ac.jp　(メールを送信する際は▲を＠に置き換えて送信してください)担当教員Eメールアドレス/E-mail address

長崎市坂本１丁目７－１　長崎大学病院　医療情報部（国際交流会館坂本分室５F)担当教員研究室/Office

095-819-7529
090-8660-1860

担当教員TEL/Tel

every hours担当教員オフィスアワー/Office hours

医学科・保健学科・歯学科混成グループによる多職種連携学習を行う。あるテーマについて共同で
学習する。同じ場で互いに学び,互いを学び,互いから学ぶとともに相互理解を深める。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

１）　大学生として自主的な学習能力を習得し,知的活動への動機づけを高める。
２）　科学的な思考能力や立案能力を涵養する。
３）　学習テーマの課題遂行を通して,問題抽出・解決能力や情報収集,ディスカッション,プレゼン
テーション,レポートなどの基本的学習技能を習得する。
４）　医療に携わる者として必要なコミュニケーション能力とともに良好な人間関係を築くために
必要なマナーを習得する。　
５）　ものの見方や考え方の多様性を理解し,　リーダーシップ,フォロワーシップを発揮できる。
６）　医療関係諸職種の役割,機能について理解する。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
■D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

出席、レポート成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

GW内容の準備検討事前、事後学習の内容/Preparation & Review

多職種連携,生命,健康,医療,福祉,介護,地域包括ケアキーワード/Keywords

適宜指示予定教科書・教材・参考書/Materials

特に無し。受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp
（担当教員各位：追記がある場合は上記を残し,この下にご記入下さい）

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

特になし。備考（URL）/Remarks (URL)

多職種連携学習により相互理解を深めながら,科学的思考・学習能力を高めましょう！学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

松本　武浩/消化器内科医　３３年、医療情報学教員、病院情報システム開発、管理、教育　１７年
大学病院、長崎大学医学部情報ネットワーク開発、導入、管理　１７年

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents 授業手法／

第1回
アイスブレーク、グループワーク（GW)説明、予定

D

第2回
GW（世の中の医療関連の課題のリストアップ）

D

第3回
GW（医療関連のリストより重要性の検討とテーマ決定）

D

第4回
COVID-19のため自己学修

D

第5回
COVID-19のため自己学修

D

第6回
COVID-19のため休講

D

第7回
GW（テーマにを解決する具体的な手段検討とｽｹｼﾞｭｰﾙ検討）

D

第8回
GW(スケジュールに沿った検討・準備・ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ１）

D

第9回
GW(スケジュールに沿った検討・準備・ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ2）

D

第10回
GW(スケジュールに沿った検討・準備・ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ3)

D

第11回
GW(スケジュールに沿った検討・準備・ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ4)

D

第12回
GW（全体のまとめとプレゼンテーション準備）

D

第13回
プレゼンテーション

D

第14回
予備日

D



学期／Semester
2021年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period金／Fri 5

2021/04/08～2021/07/30開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits必修, 選択, 自由／required,

elective, optional
1.0, 2.0/1.0/1.0, 2.0

(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0581003020210581003072

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEFY 15021_001

授業科目名／Course title ●初年次セミナー（医学科）／First-Year Seminar

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

志田　洋平／Shida Yohei, 松尾　朋博／Matsuo Tomohiro, 計屋　知彰／Hakariya Tomoaki, 光成
　健輔

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

志田　洋平／Shida Yohei

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

志田　洋平／Shida Yohei, 松尾　朋博／Matsuo Tomohiro, 計屋　知彰／Hakariya Tomoaki, 光成
　健輔

教養ゼミナール科目, 教養ゼミナール科目, 大学院科目[構造], 自由選択科目／Elective Courses科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

学部問い合わせのこと教室／Class room

医学科・保健学科・歯学科1年生対象学生（クラス等）  /Intended year (class)

y-shida▲nagasaki-u.ac.jp（志田　洋平）
(メールを送信する際は▲を＠に置き換えて送信してください)

担当教員Eメールアドレス/E-mail address

長崎大学病院　泌尿器科医局担当教員研究室/Office

095-819-7340担当教員TEL/Tel

9:00～17:00担当教員オフィスアワー/Office hours

医学科・保健学科・歯学科混成グループによる多職種連携学習を行う。あるテーマについて共同で
学習する。同じ場で互いに学び,互いを学び,互いから学ぶとともに相互理解を深める。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

１）　大学生として自主的な学習能力を習得し,知的活動への動機づけを高める。
２）　科学的な思考能力や立案能力を涵養する。
３）　学習テーマの課題遂行を通して,問題抽出・解決能力や情報収集,ディスカッション,プレゼン
テーション,レポートなどの基本的学習技能を習得する。
４）　医療に携わる者として必要なコミュニケーション能力とともに良好な人間関係を築くために
必要なマナーを習得する。　
５）　ものの見方や考え方の多様性を理解し,　リーダーシップ,フォロワーシップを発揮できる。
６）　医療関係諸職種の役割,機能について理解する。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけて欲
しい力（１つ以上３つまで）/Abilities other than
knowledge and skills acquired mainly through
the course ( pick 1 to 3 )

□A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
■D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法/Teaching
method to stimulate students' thinking

調査にかけた内容の評価（30％）、セミナーへの参加態度（20％）、積極性（20％）、プレゼンテ
ーション内容（30％）にて評価する

成績評価の方法・基準等/Method of evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法）/Course
contents of each lesson

予習　あらかじめ決められたテーマに対し自主的に調査をする。(0.5ｈ)
復習　発表した調査内容に対する問題点を精査する。(0.5ｈ)

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

多職種連携,生命,健康,医療,福祉,介護,地域包括ケアキーワード/Keywords

特に教科書は定めない。教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では,全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため,修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては,担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp
（担当教員各位：追記がある場合は上記を残し,この下にご記入下さい）

アクセシビリティ/Accessibility (for students
with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

多職種連携学習により相互理解を深めながら,科学的思考・学習能力を高めましょう学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical experience

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく教
育内容（実務経験のある教員による授業科目のみ使
用）/Name / Details of  practical experience /
Contents of course

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

自己紹介,　初年度セミナーの趣旨説明,　セミナーの具体的進め方・計画の説明第1回

各学生によるテーマの提示と説明,　質疑応答,学生間の議論・討論によるテーマの絞り込み作業
第2回

図書館資料収集ガイダンスの受講第3回

グループ間での研究テーマについての打ち合わせ,　今後の計画案報告第4回

テーマ研究の進捗状況・経過報告, グループディスカッション・全体のディスカッション第5回

テーマ研究の進捗状況・経過報告, グループディスカッション・全体のディスカッション第6回

テーマ研究の進捗状況・経過報告, グループディスカッション・全体のディスカッション第7回

テーマ研究の進捗状況・経過報告, グループディスカッション・全体のディスカッション第8回

テーマ研究の進捗状況・経過報告, グループディスカッション・全体のディスカッション第9回

中間発表　質疑応答第10回

合同発表会用のスライド作成第11回

プレゼンテーション準備（発表予行練習）①第12回

発表スライドの修正作業第13回

プレゼンテーション準備（発表予行練習）②と質疑応答, 発表スライドの最終修正作業第14回

合同発表会でのプレゼンテーション, 質疑応答第15回
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